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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、初学者における傾聴のうわすべりの解明とその回避であり、成果は
以下の通りである。1.従来活字化・言語化が困難とされてきた、臨床心理面接における傾聴に基づく介入のタイ
ミングやコンテクストに関する知識の実際的な運用の拡大と深化をはかることができた。2.セラピストの介入に
関わる発話・身振り・口振りと傾聴の評価値との関連を、傾聴における多種多様な信号として処理する技術によ
り、複合的な構造として記述し伝達をはかることができた。3.対話研究の複数領域の研究者と協働して傾聴の知
識発見をすすめ、臨床心理学内外の対話実践者にとって効果的な介入に関する多面的で専門的な知識の共有をは
かることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate and avoid superficial listening 
in inexperienced counselors.　1. We were able to expand and deepen the practical application of 
knowledge about the timing and context of interventions based on listening in clinical psychological
 interviews, which has traditionally been difficult to put into print and language.　2. We were able
 to describe and communicate the relationship between the therapist's intervention-related speech, 
gestures, and verbalizations, and the evaluation values of listening, as a complex structure, by 
using techniques to process a wide variety of signals in listening.　3. We were able to collaborate 
with researchers in multiple fields of dialogue research to discover knowledge about listening, and 
to share multifaceted and specialized knowledge about effective interventions for dialogue 
practitioners both within and outside of clinical psychology.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 傾聴　初学者　うわすべり　臨床心理学　臨床心理面接コーパス　感情推移観測システム(EMO system)
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、「心理臨床家の専門資質の維持向上を具体的にどう支援していくか」という臨床心理学の今日的
課題に対して、次のように寄与した。1.介入のタイミングやコンテクストといった知識の実際を詳らかにするこ
とで、臨床心理面接がどのような傾聴によって行われているのかについて可視化、意識化ができた。2.介入に関
わる発話・身振り・口振りと傾聴の評価値との関連を明らかにし、傾聴という複雑な相互作用である面接過程の
エビデンスの確立ができた。3.各種コンサルティングやインタビューの場において臨床心理学的な介入が参照さ
れることにより、建設的な傾聴を構築することができ、サービスの質の向上と供給ができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 初学者が陥りがちな傾聴のうわすべりとは、心理療法を行なわなければならない等の焦りや
余裕のなさから介入に気を取られ話を聞き流し、聴くことが疎かになる事態である。そのせいで
たとえば、認知行動療法を試みてマニュアルにこだわり技法を使う、精神分析的心理療法を試み
てむやみに解釈を行う、家族療法を試みてだしぬけに課題を投げかける等が起きる。介入以前に
聴こうとしないセラピストにクライアントは不信を募らせる。結果、支援は失敗してしまう。 
 そもそも臨床心理面接とは、セラピストとクライアントとの人間関係が構築される過程で“共
感”“納得”“理解”“再生”等の心情が生まれる貴重な心的空間であり、様々な介入を用いて、
クライアントの心の支援に資することこそセラピストの最も中心的な専門行為である。ところ
が、テキストや講義等のみでは介入のなんたるかは学べても、それらすべての下支えとなる傾聴
をもとにいかに運用するかまで修得するのは容易ではない。そのため、介入の何を行うかだけで
なくいかに聴き、さらにはいつどこでそれを行うのかに関する知識が重要となる。特に、多様な
アプローチに関心を持つ心理臨床家を目指す人たちが学ぶ大学院等の教育現場では、セラピス
トが共通に参照可能なものとして、こうしたタイミングやコンテクストに関する知識を示して
いく必要があるが、未検証のままである。これを達成するには、個別ケースの検討に加えて、臨
床心理面接という対話の流れに差し込まれる介入の時間情報と位置情報が、クライアントの心
持ちにどのようなインパクトを与えるのか、連続的かつ客観的に計測することで実証かつ実践
されなければならない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、初学者における傾聴のうわすべりの解明とその回避について、臨床心理面接におけ
るセラピストの介入のタイミングやコンテクストがクライアントにもたらす心情を連続的に計
測するという観点から明らかにする。具体的には、介入にまつわる発話内容(言語情報)、そこで
の身振り(身体動作。例：姿勢やうなずき等の空間情報)や意図や心的態度等を伝達する役割を持
つ口振り(音声中のパラ言語。例：声のピッチやスピードの変化等の韻律情報)、感情推移(どのく
らい傾聴していると感じるかの評価値)の関連を検討する。取り組む課題は次の二つである。 
◯傾聴のうわすべり発生のメカニズム：◆臨床心理面接対話の整備及び◆対話のマルチモーダ
ルな分析による知識発見の手法を用いて、不適切な介入のタイミングやコンテクストの特徴を、
発話・身振り・口振りと傾聴の評価値に関する定量的な観測データから実証する。 
◯傾聴のうわすべり回避の方法：◆初学者への知識の還元と効果の検証の手法を用いて、しっか
り傾聴しつつ的確に介入するためのタイミングやコンテクストに関わる知識を実践する。 
 
３．研究の方法 
◯傾聴のうわすべり発生のメカニズム： 
 臨床心理面接対話の整備：44 対話からなる【臨床心理面接コーパス】よりセラピストの不

適切な介入を抽出する。本コーパスは、臨床心理学を学ぶ大学院生の体験的な面接実習を
目的に開発した。クライアント役は模擬事例ではなく提示可能な実際の問題を訴えセラピ
スト役が対応する様子を収録し、発話・身振り・口振りをとらえる加速度データを同時計測
してある。ここには初学者特有の傾聴のうわすべりから介入が的確になされていない場面
が多く含まれることが現在まで分かってきているが、未検証のためこれを分析対象にする。
加えて新たに臨床心理士による介入の使用場面を収録する。このときセラピスト役は自身
が使用可能な介入を予め作成するリストからいずれかを選択するが、実際使用するかどう
かはセラピスト役の判断に委ねる。収録後、セラピスト役に介入の使用の有無の理由を問
い、運用に関するセラピストの主観的評価の資料とする。 

 対話のマルチモーダルな分析による知識発見：抽出したセラピストの不適切な介入の発話・
身振り・口振りと傾聴の評価値の関連性分析を行い、支援への影響や成否の点から解釈し、
知識化する。 

(1)感情状態の評価：応募者らが制作し改良を重ねてきた【感情推移観測システム(EMO system)】
で対話を視聴しながらそこで生起する傾聴評価値を連続的に入力する。 
(2)感情状態変化の共通性の分析：介入場面の傾聴評価値の変化点(EMO value)に注目し、時間情
報と位置情報からそこでの発話・身振り・口振りを調べる。特に線形回帰モデル等の統計手法に
より、物理量である音声や頭部加速度の基本周波数やパワーから傾聴評価値が説明できるかを
分析する。 
◯傾聴のうわすべり回避の方法： 
 初学者への知識の還元と効果の検証：得られた知識を授業やワークショップ等で初学者に

公開する。その学習効果をインタビューや評価シート等で確認する。加えて授業やワーク
ショップ等の前後での臨床心理面接の差異が、対話のどのような特徴量に反映されるかを
評価する。 

 
４．研究成果 
(1) 従来活字化・言語化が困難とされてきた、臨床心理面接における傾聴に基づく介入のタイ



ミングやコンテクストに関する知識の実際的な運用の拡大と深化をはかることができた。
花田(2020a)では、花田, 中島, 井上, 古山, & 入野(2018)、花田, 入野, 古山, 井上, & 
門田(2019)や仁田, 入野, 古山, 花田, 井上, 門田, & 熊野(2020)をふまえ、その適用場
面や活用方法の現在の技術の到達点について紹介し、シンポジウム形式で指定討論を行っ
た。情報処理技術を臨床心理学的なアセスメントに応用することで、従来の方法では検出
できなかったリスクの発見や、早い段階からの支援提供が可能となり、アセスメントへの
応用のみならず、介入への応用についても検討が行われ始めている。一方で、現在の技術に
おいて、臨床心理学的な実践の全てを人工知能に置き換えることは現実的ではなく、人工
知能の強みを生かした適用場面や活用方法の可能性について検討した。その結果、非身体
／言語と身体／非言語の取扱い、ビッグデータとスモールデータの活用、アセスメントと
介入のありかた、リテラシー・バイアスの問題、アノテーションにおける人手・目視と機械
化・自動化・効率化の課題、訓練・教育への応用について議論を深めた。花田(2020b)では、
コミュニケーション研究の実際とその心理臨床への応用についてワークショップを行った。
コミュニケーション研究の実行にともなう方法論等の諸特性をふまえ、ヴィクトリア大学
グループによるコミュニケーション研究、2 者間や 3 者間以上のコミュニケーションに関
する先行研究をレビューした。その上で、花田, 中島, 井上, 古山, & 入野(2018)、花田, 
入野, 古山, 井上, & 門田(2019)や仁田, 入野, 古山, 花田, 井上, 門田, & 熊野(2020)
のほか、臨床心理面接中の相互作用を実証的に検討するものとして、面接の音声-加速度同
時記録システムによる計測評価、面接におけるノート使用のインタラクションへの影響評
価、スキーマ療法における感情表出の定量化について紹介し、参加者との質疑応答を通じ、
今後の方向性や課題について検討した。 

(2) セラピストの介入に関わる発話・身振り・口振りと傾聴の評価値との関連を、傾聴における
多種多様な信号として処理する技術により、複合的な構造として記述し伝達をはかること
ができた。花田, 中島, 井上, 古山, & 入野(2018)では、実験を実施し、EMO system によ
る評価の実際と課題について明らかにした。まず、第三者の臨床心理士が面接ビデオを視
聴し、感情評価値入力手法により傾聴度を時系列入力したのち、傾聴度時系列データの変
化点（上昇／下降）を多重解像度分析によって自動検出した。さらに、同じ臨床心理士によ
って、なぜ変化点をそのように評価したのかの記述を行い、その変化点が上昇か下降かの
判断を初学者の集団で実験し、両者の評価の比較と統計的分析を行なった。これにより、傾
聴の構成要素単位による評価測定ではなく、面接全体として傾聴が成立したかどうかを測
定する評価手法を提案した。花田, 入野, 古山, 井上, & 門田(2019)では、傾聴を進行中
の臨床心理面接において生じる感情にかかわる連続的な事象としてとらえ、その評価につ
いて検討した。このためのアプローチとして次の手順で実験を実施し、評価の実際と課題
について明らかにした。研究 1において、臨床心理面接コーパスを対象とした EMO system
による評価を試みることで、傾聴の連続的評価の実際を示した。次に、研究 2では、研究 1
によって得られた傾聴の連続的な評価と、従来の要素的なタグ評価とを比較することで、
EMO system による傾聴評価の特徴を示した。最後に、研究 3において、EMO system の評価
者として、臨床心理士と初学者とを比較することで、評価者属性が傾聴評価に与える影響
を示した。仁田, 入野, 古山, 花田, 井上, 門田, & 熊野(2020)では、スキーマ療法に EMO 
system を適用し、感情表出を測定する方法を開発した。スキーマ療法とは、認知行動療法、
精神分析、アタッチメント理論、体験療法の要素を統合した心理療法であり、患者のもつ幼
少期の逆境体験によってつくられた自滅的な認知・感情・対人関係のパターンである「早期
不適応的スキーマ」を治療のターゲットとする。幼少期に満たされなかった欲求が、満たさ
れるという感情的な体験である修正感情体験は重要な機序の一つであるが、患者の感情表
出の程度と治療効果の関連や、患者の感情表出を促進する治療者の関わりについては不明
であった。そこで、EMO system を用いて治療効果や治療者の関わりとの関連を検討した。
その結果、EMO system によって特定されたポイントにおいて、臨床的に有意味な感情表出
が示唆された。Inoue, Irino, Furuyama, & Hanada(2021)では、臨床心理面接におけるセ
ラピストとクライアントの 2 人の対話における頭部の動きを、ビデオ撮影と頭部装着型加
速度センサーを用いて分析した。加速度計はメンタルヘルス領域で活用されているが、メ
ンタルヘルス関連のコミュニケーションの分析には利用されていない。そこで、臨床心理
面接における対話の状態と、時間的に変化する頭のうなずきや動きのパターンとの関係を
調べた。頭のうなずきには手作業で注釈が付けられ、頭の動きは加速度計を用いて計測さ
れた。ビデオデータから取得したアノテーションに基づき、頭部のうなずき回数を分析し
た。加速度計のデータを用いて、2人の参加者の頭の動きの相互相関分析を行った。2つの
事例研究の結果から、上向きと下向きのうなずき回数のパターンは、カウンセリング対話
におけるステージの移行を反映している可能性があること、また、頭部の動きの同期のピ
ークは、対話における強調と関連している可能性があることが示唆された。 

(3) 対話研究の複数領域の研究者と協働して傾聴の知識発見をすすめ、臨床心理学内外の対話
実践者にとって効果的な介入に関する多面的で専門的な知識の共有をはかることができた。
佐藤, 鴨志田, 二本松, 坂本, 櫻庭, 長谷川, 生田, 花田, 横山, & 狐塚(2022)では、心
理療法の種別による相互作用の比較を行なった。臨床心理面接場面のコミュニケーション
研究に関するマイクロ分析は、今なお目新しい手法ではあるものの、セラピストとクライ



アントの相互作用を客観的、かつ定量的に検討するためのアプローチとして急速に発展し
ている。家族療法(FT)と認知行動療法(CBT)のセラピーにおけるポジティブ・ネガティブ発
話回数、及びクライアントの発話に対するポジティブ・ネガティブ発話回数、セラピストご
とのポジティブ・ネガティブ発話回数を検討した結果、FT と CBT のポジティブ、ネガティ
ブ発話回数に有意な偏りはみられなかったが、FT の中でも MRI コミュニケーション学派家
族療法の VTR 画像映像において、ポジティブ発話がネガティブ発話に比べ有意に多いこと
が示され、発話タイプと傾聴との関連について知見を得た。花田(2023)では、臨床心理面接
プロセスに関する多様な研究の可能性について検討した。近年、複数の方法を組み合わせ
た計測や機械学習モデルにより、マルチモーダルな側面から臨床心理面接プロセスの研究
が行われるようになった。本シンポジウムでは、臨床心理面接プロセスの定量的な測定を
行った研究、臨床心理面接において「腑に落ちる感覚」を質的に評価する研究、近年工学領
域で盛んな f-NIRS を用いたセラピスト・クライアント間の同時脳活動測定の研究に関する
レビューとその応用可能性に関する話題提供をめぐり、シンポジウム形式で指定討論を行
った。その結果、セラピスト教育への展開、心理療法の定義、実験室と現場の接続、につい
て質疑を行ったのち、全体討議として、臨床心理面接において「良い展開である」とはどう
いうことか、それにともなう傾聴のありかたをめぐって、議論を深めた。 
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